
一

別
役
実
と
宮
沢
賢
治

満
州
で
過
ご
し
た
少
年
時
代
、
父
親
の
蔵
書
か
ら
宮
沢
賢
治
を
知
っ
た
と

い
う
別
役
実
（
一
九
三
七
〜
二
〇
二
〇
）
は
、
自
身
が
童
話
を
書
く
う
え
で

も
っ
と
も
刺
戟
を
受
け
た
作
家
と
し
て
賢
治
の
名
を
挙
げ
て
お
り（
１
）、
そ
の
影

響
は
劇
作
や
評
論
な
ど
広
範
な
文
業
全
体
に
及
ぶ
。
と
く
に
生
涯
で
百
四
十

四
本
を
数
え
る
厖
大
な
戯
曲
に
は
、
賢
治
作
品
に
着
想
を
え
た
〈
宮
沢
賢
治

も
の
〉
と
も
い
う
べ
き
一
連
の
作
品
群
が
あ
る
。
内
田
洋
一
『
風
の
演
劇

評
伝
別
役
実
』（
白
水
社
、
二
〇
一
八
年
）
所
載
の
「
戯
曲
総
覧
」
で
関
連

性
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

①
『
赤
い
鳥
の
居
る
風
景
』（
演
劇
企
画
集
団
６６
、
一
九
六
七
年
九
月
初

演
。
戯
曲
は
『
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
／
象
』
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
）

②
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
―
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
よ
り
―
』（
文
学

座
、
一
九
八
七
年
五
月
初
演
。
戯
曲
は
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』

三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
）

③
『
山
猫
か
ら
の
手
紙
―
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
伝
説
―
』（
文
学
座
、
一
九
九

〇
年
十
月
初
演
。
戯
曲
は
『
山
猫
か
ら
の
手
紙
』
三
一
書
房
、
一
九
九

一
年
）

④
『
ク
ラ
ン
ボ
ン
は
笑
っ
た
』（
か
た
つ
む
り
の
会
、
一
九
九
六
年
六
月

初
演
。
戯
曲
は
『
金
襴
緞
子
の
帯
し
め
な
が
ら
』
三
一
書
房
、
一
九
九

八
年
）

⑤
『
賢
治
幻
想

電
信
柱
の
歌
』（
弘
前
劇
場
、
二
〇
〇
四
年
十
月
初
演
。

戯
曲
は
『
テ
ア
ト
ロ
』
二
〇
〇
四
年
十
二
月
号
）

⑥
『
あ
あ
、
そ
れ
な
の
に
、
そ
れ
な
の
に
』（
名
取
事
務
所
、
二
〇
一
八

年
十
月
初
演
。
戯
曲
は
『
悲
劇
喜
劇
』
二
〇
一
八
年
十
一
月
号
）

戯
曲
の
ほ
か
に
も
、
ア
ニ
メ
映
画
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』（
杉
井
ギ
サ
ブ
ロ

ー
監
督
、
一
九
八
五
年
七
月
公
開
）
や
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ

バ
ン
ニ
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
Ｆ
Ｍ
シ
ア
タ
ー
、
一
九
八
七
年
四
月
十
一
日
放
送
）

の
脚
本
、『
イ
ー
ハ
ト
ー
ボ
ゆ
き
軽
便
鉄
道
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
〇

年
）
や
諸
紙
誌
に
発
表
さ
れ
た
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
も
多
い
。『
日
本
幻
想
文

学
集
成
６
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
一
年（
２
））
で
は
賢
治
作
品
の
編
纂
と
解

説
を
担
当
し
て
お
り
、
別
役
に
と
っ
て
宮
沢
賢
治
は
特
別
な
存
在
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
と
り
わ
け
別
役
が
愛
着
を
抱
い
て
い
た
作
品
が
『
銀
河

別
役
実
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
受
容
考

後

藤

隆

基
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鉄
道
の
夜
』
で
あ
っ
た（
３
）。

宮
沢
賢
治
研
究
の
第
一
人
者
で
詩
人
の
天
沢
退
二
郎
と
の
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
を
め
ぐ
る
対
談
を
、
別
役
は
こ
ん
な
言
葉
で
は
じ
め
て
い
る
。

天
沢
さ
ん
も
僕
も
、
お
互
い
満
州
（
現
、
中
国
東
北
部
）
で
最
初
に
、

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
出
会
っ
た
ん
で
す
が
、そ
の
満
州
の
風
景
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
か
な
り
読
み
と
れ
る
部
分
っ
て
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
？（
４
）

幼
少
期
に
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
―
―
ひ
い
て
は
宮
沢
賢
治
と
出
会
っ
た
別

役
は
、
乾
い
た
大
陸
的
風
土
で
の
生
活
感
覚
か
ら
、
賢
治
作
品
の
無
国
籍
性

を
享
受
し
て
い
た
よ
う
だ
。

『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』
に
着
想
を
え
た
『
赤
い
鳥
の
居
る
風
景
』

再
演
時
（
劇
団
青
俳
、
一
九
六
七
年
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
伝
説
に
つ
い
て（
５
）」
な
る
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
別
役
は
「
日

本
の
精
神
構
造
に
「
家
」
の
概
念
は
あ
っ
て
も
「
街
」
の
概
念
は
な
い
事
、

つ
ま
り
「
自
然
村
」
の
概
念
が
あ
っ
て
「
自
由
都
市
」
の
概
念
の
な
い
事
」

を
指
摘
し
、
自
分
た
ち
の
新
た
な
共
同
体
形
成
の
た
め
に
、
賢
治
作
品
に
あ

る
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
街�

」（
傍
点
引
用
者
）
に
目
を
こ
ら
し
て
き
た
と
述

べ
る
。
別
役
が
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
に
固
執
」
し
つ
づ
け
た
の
は
、
都
市
や
共

同
体
の
問
題
が
軸
に
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
満
州
と
い
う
「
都
市
共
同

体
」
の
面
影
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

別
役
と
宮
沢
賢
治
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
の
は
、
ア
ニ
メ
映
画
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
の
脚
本
を
担
当
し
た
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
別
役
の
〈
宮
沢
賢
治
も
の
〉
に
属
す
る
戯
曲
や
評

論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
が
、
一
九
八
五
年
か
ら
し
だ
い
に
増
え
て
い
く
た
め
で

あ
る
。
前
掲
の
天
沢
退
二
郎
と
の
対
談
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
ニ
メ
映
画
の
公
開

直
前
に
発
売
さ
れ
た
『
別
冊
太
陽
』
の
「
宮
沢
賢
治

銀
河
鉄
道
の
夜
」
特

集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
企
画
の
要
と
な
る
天
沢
の
対
談
相
手
に
別
役
が
選

ば
れ
た
の
は
、
劇
作
家
と
し
て
の
評
価
は
も
ち
ろ
ん
、
公
開
を
間
近
に
控
え

た
ア
ニ
メ
映
画
の
脚
本
を
担
当
し
た
こ
と
が
一
因
と
思
し
く
、
こ
の
テ
ー
マ

に
お
け
る
旬
の
人
選
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
（
誌
上
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
も

映
画
の
件
が
記
さ
れ
て
い
る
）。

以
後
、
別
役
は
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
数
篇
発

表
す
る
。
ア
ニ
メ
映
画
公
開
の
約
二
年
後
に
は
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
帰
っ
て

き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
戯
曲
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
―
「
銀
河
鉄
道
の

夜
」
よ
り
―
』（
以
下
副
題
略
）
を
、
二
十
一
世
紀
に
入
る
と
『
賢
治
幻
想

電
信
柱
の
歌
』（
以
下
副
題
略
）
の
草
稿
と
さ
れ
る（
６
）未
発
表
戯
曲
『
お
や
、

賢
治
さ
ん
、
ど
ち
ら
へ

う
ん
、
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
ま
で（
７
）』
を
執
筆
し
て
い

る
。本

稿
で
は
、
ア
ニ
メ
映
画
を
、
別
役
実
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
―
―
と
く
に

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
受
容
の
転
回
点
と
と
ら
え
、
そ
れ
以
降
の
諸
作
品
を
た

ど
る
こ
と
で
、
別
役
が
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
き
、
創

作
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
の
様
相
と
変
遷
を
検
討
し
た
い
。

二

ア
ニ
メ
映
画
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
異
同
検
討

長
い
あ
い
だ
、
宮
沢
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
は
猫
の
物
語
だ
と
思
い

こ
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
ア
ニ
メ
映
画
を
子
ど
も
の
時
分
か
ら
く
り
返
し
み
て

い
た
影
響
に
ほ
か
な
ら
ず
、
の
ち
に
小
説
を
読
ん
で
誤�

解�

が
と
け
て
な
お
猫

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
私
に
と
っ
て
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
あ
っ
た
。
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『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
猫
で
表
現
す
る
と
い
う
卓
抜
な
趣
向
は
、
ま
す
む

ら
ひ
ろ
し
の
漫
画
『
銀
河
鉄
道
の
夜

賢
治
に
一
番
近
い
光
』（
朝
日
ソ
ノ

ラ
マ
、
一
九
八
三
年
）
に
拠
る
。

宮
沢
賢
治
は
、
生
前
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
幾
度
も
推
敲
を
重
ね
、
初
期

形
（
第
一
次
稿
か
ら
第
三
次
稿
）
と
最
終
形
（
第
四
次
稿
）
と
呼
ば
れ
る
四

種
の
原
稿
が
の
こ
さ
れ
た
。
未
完
と
さ
れ
る
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
だ
が
、
一

九
七
〇
年
以
降
、
天
沢
退
二
郎
と
入
沢
康
夫
が
、
そ
れ
ま
で
活
字
化
さ
れ
て

い
た
作
品
と
原
稿
の
再
検
討
を
重
ね
、
一
九
七
四
年
刊
の
筑
摩
書
房
版
校
本

全
集
（
第
九
・
十
巻
）
で
従
来
の
初
期
形
と
最
終
形
の
混
淆
を
正
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
本
文
と
網
羅
的
な
校
異
を
完
成
さ
せ
て
い
る（
８
）。

別
役
の
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
受
容
が
、
そ
う
し
た
賢
治
研
究
の
進
展
の
只
中
で
な
さ
れ
た
こ
と
に

も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
終
形
が
賢
治
没
後
に
き
め
ら
れ
た
定
稿
で
あ
り
、
ま
す
む
ら
ひ
ろ
し
が

そ
れ
を
漫
画
化
し
た
『
銀
河
鉄
道
の
夜

賢
治
に
一
番
近
い
光
』
を
原
案
と

し
て
ア
ニ
メ
映
画
が
制
作
さ
れ
た
の
だ
っ
た
（
な
お
、
ま
す
む
ら
は
ア
ニ
メ

映
画
公
開
の
翌
月
、
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
か
ら
『
銀
河
鉄
道
の
夜
（
初
期
形
）
ブ

ル
カ
ニ
ロ
博
士
篇

賢
治
に
一
番
近
い
火
』
を
刊
行
し
て
い
る
）。

天
沢
退
二
郎
は
、
ま
す
む
ら
版
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
美
質
と
し
て
、
原

作
の
人
間
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
猫
が
演
じ
て
い
る
こ
と
、
せ
り
ふ
の
大
部
分

と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
が
原
作
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（
９
）。

杉

井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
が
ア
ニ
メ
映
画
の
制
作
に
踏
み
き
っ
た
の
も
、
登
場
人
物
を

猫
に
置
き
換
え
た
こ
と
が
物
語
の
抽
象
性
を
担
保
し
、
観
客
に
解
釈
を
委
ね

ら
れ
る
と
い
う
ね
ら
い
が
目
測
で
き
た
た
め
で
あ
っ
た（

１０
）。

し
か
し
、
ま
す
む
ら
ひ
ろ
し
が
猫
版
で
漫
画
を
描
く
こ
と
に
は
賛
同
し
た

宮
沢
賢
治
の
弟
清
六
か
ら
ア
ニ
メ
映
画
化
に
待
っ
た
が
か
か
る
。
賢
治
研
究

者
の
な
か
に
強
く
反
対
す
る
人
が
い
る
と
い
う
理
由
だ
っ
た
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
一
人
、
田
代
敦
巳
の
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
日
誌
」

（
劇
場
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載（

１１
））
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
四
年
三
月
中
旬
に
清

六
か
ら
「
人
間
な
ら
と
も
か
く
、
ネ
コ
は
困
る
」
と
連
絡
が
入
っ
た
。
制
作

と
同
時
進
行
で
清
六
ら
の
説
得
に
あ
た
り
、
十
二
月
十
九
日
に
よ
う
や
く
許

し
が
出
る
。
翌
年
六
月
十
五
日
に
花
巻
で
お
こ
な
わ
れ
た
試
写
会
で
清
六
か

ら
「
よ
く
で
き
ま
し
た
。
賢
治
も
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。
ご
苦
労
さ
ま
」
と
の
言

葉
を
得
、
晴
れ
て
公
開
の
日
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

後
年
、
別
役
は
「『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
映
画
に
し
た
と
き
、
ジ
ョ
バ
ン

ニ
と
カ
ン
〔
マ
マ
〕パ

ネ
ル
ラ
を
猫
に
し
た
ら
評
判
悪
か
っ
た
。
猫
に
し
た
の
は
お
手

柄
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
…
…（

１２
）」

と
語
っ
て
お
り
、
登
場
人
物
の
猫
化
を

肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
映
画
へ
の
反
響
に
つ
い
て
は
い

い
思
い
出
が
な
い
よ
う
だ
が
、
け
っ
し
て
「
評
判
悪
か
っ
た
」
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
封
切
時
に
観
た
淀
川
長
治
は
、

猫
を
主
人
公
た
ち
に
選
ん
だ
こ
と
が
こ
の
ア
ニ
メ
を
二
重
丸
に
し
た
。

犬
で
は
駄
目
、
猿
で
は
も
っ
と
駄
目
、
ウ
サ
ギ
で
は
耳
が
長
す
ぎ
る
、

羊
だ
と
バ
カ
に
見
え
る
、
ネ
ズ
ミ
だ
と
ミ
ッ
キ
ー
が
だ
ぶ
っ
て
く
る
、

こ
れ
ら
の
陽
性
か
ら
逃
れ
猫
と
い
う
陰
性
に
し
た
こ
と
は
す
る
ど
か
っ

た
。
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
あ
ま
り
動
か
な
い
。
目
が
す
べ
て
を
語

る
猫
。
ま
た
こ
の
ア
ニ
メ
の
描
い
た
猫
の
表
情
が
人
間
の
劇
映
画
な
ら

ベ
ス
ト
・
ア
ク
ト
の
ふ
ん
い
き
を
出
し
た（

１３
）。

と
、
賛
を
惜
し
ま
な
い
。
こ
の
「
猫
と
い
う
陰
性
」
が
、
不
穏
の
な
か
の
静

謐
、
生
と
死
の
揺
ら
ぎ
が
根
底
に
流
れ
る
細
野
晴
臣
の
音
楽
と
と
も
に
、
ア
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ニ
メ
映
画
全
体
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
別
役
は
、
ど
の
よ
う
に
ア
ニ
メ
映
画
に
参
画
し
た
の
か
。

再
び
前
掲
の
田
代
敦
巳
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
日
誌
」
を
み
よ
う
。

一
九
八
三
年
の
暮
れ
、
田
代
は
別
役
に
ア
ニ
メ
映
画
の
脚
本
を
依
頼
し
、

そ
の
第
一
稿
が
一
月
二
十
日
に
届
け
ら
れ
た
。
宮
沢
清
六
ら
の
説
得
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
た
改
稿
過
程
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、「
決
定
稿
（
第
四
稿
）」

が
で
き
た
の
は
、
一
九
八
四
年
九
月
四
日
。
約
九
か
月
を
か
け
て
脚
本
の
完

成
に
い
た
っ
て
い
る
。

別
役
に
脚
本
を
依
頼
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
杉
井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
は
以
下
の

よ
う
に
回
想
す
る（

１４
）。

脚
本
は
映
画
を
作
る
上
で
ひ
と
つ
軸
で
す
か
ら
、
や
は
り
賢
治
を
よ

く
知
っ
て
い
る
人
に
お
願
い
し
た
か
っ
た
。
別
役
実
さ
ん
は
劇
作
家
で

も
あ
り
詩
人
で
も
あ
る
。
舞
台
に
電
信
柱
が
立
っ
て
い
る
だ
け
と
か
、

非
常
に
シ
ュ
ー
ル
な
お
芝
居
を
書
く
人
で
す
け
れ
ど
、
賢
治
と
共
通
し

て
い
る
の
は
、
言
葉
の
裏
側
に
全
部
仕
掛
け
が
あ
る
こ
と
。
別
役
さ
ん

の
戯
曲
も
セ
リ
フ
が
重
層
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら

僕
も
田
代
氏
も
疑
い
も
な
く
、
別
役
さ
ん
に
頼
み
た
い
ね
っ
て
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
／
〔
略
〕
別
役
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
こ
の
映
画
に
関
わ

る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
の
際
、
別
役
が
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
一
緒
に
僕
も
汽
車
に
乗
せ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
頼
み
、
杉
井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
は
承
諾
し
た
も
の
の
、

意
味
を
図
り
か
ね
た
と
い
う
。
す
る
と
、
脚
本
に
盲
目
の
無
線
技
師
が
現
れ

た
。
原
作
に
は
登
場
し
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
、
盲
目
の
無
線
技
師
は
、
別
役
さ
ん
自
身
が
思
い
入
れ
の

強
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
一
緒
に
汽
車
に
乗
せ

る
こ
と
で
、
自
分
も
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
一
緒
に
乗
っ
て
い
い
か
、
と
。

続
い
て
別
役
自
身
の
言
葉
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

死
の
体
験
が
物
語
の
中
心
に
あ
る
ん
で
す
。
ア
ニ
メ
の
絵
に
す
る
場

合
、
物
語
の
中
で
手
続
き
を
経
な
い
と
死
へ
到
達
で
き
ま
せ
ん
。
ス
ト

ー
リ
ー
の
中
で
死
へ
の
呼
び
水
に
な
る
人
物
が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
無
線
技
師
の
登
場
す
る
少
し
後
の
シ
ー
ン
に
、
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観

測
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
何
と
な
く
死
を
管
理
し
て
い
る
場
所
の

よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
。
原
作
で
は
水
の
流
れ
を
計
る
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
天
体
全
体
の
運
命
を
司
る
場
所
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ

こ
の
案
内
役
に
と
い
う
よ
う
な
人
物
が
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
。
（
１５
）

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
中
心
的
主
題
で
あ
る
〈
死
へ
の
旅
〉
と
い
う
ベ
ク

ト
ル
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
、
ま
た
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
へ
の
ガ
イ
ド

と
し
て
、
別
役
は
盲
目
の
無
線
技
師
を
登
場
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

本
節
で
は
、
表
紙
に
「
最
終
稿
」
と
あ
る
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
台

本
（
以
下
、
最
終
稿
。
先
述
し
た
「
決
定
稿
（
第
四
稿
）」
が
こ
の
最
終
稿

に
あ
た
る
か
は
未
詳（

１６
））
と
、
絵
コ
ン
テ
併
載
の
か
た
ち
で
公
刊
さ
れ
た
「
演

出
台
本（

１７
）」
を
比
較
検
討
す
る
が
、
最
終
稿
に
は
、
演
出
台
本
の
段
階
で
削
除

な
い
し
改
訂
さ
れ
た
箇
所
が
散
見
す
る
。
盲
目
の
無
線
技
師
の
登
場
場
面
も

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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無
線
技
師
は
、
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
に
着
く
直
前
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
の
前
に
現
れ
、
無
線
機
に
く
り
返
し
入
っ
て
く
る
雑
音
混
じ
り

の
信
号
を
受
信
す
る
。

演
出
台
本
で
は
、
無
線
技
師
は
、
一
文
字
ず
つ
届
く
言
葉
の
断
片
―
―

「
さ
っ
き
か
ら
そ
れ
が
、
く
り
返
し
、
く
り
返
し
、
こ
の
無
線
機
に
入
っ
て

く
る
ん
だ
…
…
」
―
―
が
何
を
し
め
す
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
き
り
無
線

技
師
は
姿
を
消
し
、
次
の
場
面
で
、
乗
客
の
老
婆
が
そ
れ
は
「
讃
美
歌
の
三

百
六
番
」
だ
と
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
に
教
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
終
稿
で
は
、
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
に
着
く
前
に
無
線
技

師
が
ふ
た
た
び
登
場
し
、
観
測
所
と
の
通
信
に
成
功
す
る
。

イ
マ
、
ト
オ
ク
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
カ
イ
ノ
、
キ
タ
デ
、
ア
メ
リ
カ
コ
ウ

ロ
ノ
、
オ
オ
ガ
タ
キ
ャ
ク
セ
ン
ガ
、
ヒ
ョ
ウ
ザ
ン
ニ
、
シ
ョ
ウ
ト
ツ
‥

‥
。
フ
キ
ン
ヲ
、
コ
ウ
コ
ウ
チ
ュ
ウ
ノ
、
セ
ン
パ
ク
、
オ
ヨ
ビ
、
エ
ン

ガ
ン
ケ
イ
ビ
テ
イ
ガ
、
ゲ
ン
バ
ニ
、
キ
ュ
ウ
コ
ウ
シ
テ
イ
ル
ガ
、
キ
ュ

ウ
ジ
ョ
ハ
、
ア
ヤ
ブ
マ
レ
テ
イ
ル
‥
‥
。

信
号
を
受
信
す
る
と
、
無
線
技
師
は
「
ワ
レ
ワ
レ
ハ
。
ナ
ニ
ヲ
、
ス
ベ
キ

カ
‥
‥
」
と
モ
ー
ル
ス
記
号
を
送
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測

所
は
、
こ
う
応
答
す
る
。

シ
ル
コ
ト
デ
ス
。
シ
ッ
テ
オ
ク
コ
ト
デ
ス
。
ワ
レ
ワ
レ
ニ
、
デ
キ
ル
ノ

ハ
、
ソ
レ
ダ
ケ
デ
ス
‥
‥
。

そ
れ
で
通
信
は
切
れ
る
。「
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
は
、
も
う
何
も
言
っ

て
は
く
れ
な
い
‥
‥
」。

「
主
よ
、
み
も
と
に
近
づ
か
ん
」
の
歌
詞
で
は
じ
ま
る
「
讃
美
歌
三
百
六

番
」
は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
が
沈
没
す
る
と
き
（
一
九
一
二
年
）
に
演
奏
さ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
。
最
終
稿
で
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
が
送
っ

て
き
た
の
は
、
ま
さ
に
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
沈
没
を
知
ら
せ
る
信
号
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
演
出
台
本
で
は
、
最
終
稿
の
具
体
的
な
通
信
内
容
は
削
除
さ
れ

て
暗
示
的
な
映
像
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
。

ま
す
む
ら
ひ
ろ
し
は
、
自
身
のT

w
itter

に
投
稿
し
た
別
役
へ
の
追
悼
文

で
、ア
ニ
メ
映
画
に
つ
い
て
「
初
稿
は
ボ
コ
ボ
コ
に
別
役
工
事
が
さ
れ
て
た
。

当
然
、
没
に
な
っ
た
が
、
ま
さ
に
、
す
ご
い
フ
ォ
ル
ム
で
賢
治
世
界
を
自
我

化
し
て
た
。
盲
目
の
無
線
技
士
〔
マ
マ
〕が

、
そ
の
残
骸
で
す（

１８
）」

と
記
し
て
い
た
。
別

役
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
登
場
人
物
以
外
の
せ
り
ふ
は
原
作
の
ま
ま
用
い
た
い
と

提
案
し
た
よ
う
だ
が（

１９
）、
ま
す
む
ら
は
以
前
に
も
「
第
一
稿
は
見
事
な
ほ
ど
の

別
役
色
。
ラ
ス
ト
は
シ
ュ
ー
ル
な
別
役
カ
ラ
ー
。
こ
れ
で
映
画
化
で
き
る
か
、

結
局
賢
治
の
原
型
に
戻
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た（

２０
）」
と
も
述
べ
て
い
る
か
ら
、
当

初
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
か
た
ち
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ま
す
む
ら
の
い
う
「
初
稿
」
が
い
か
な
る
内
容
だ
っ
た
か
は
不
分
明
な
が

ら
、
最
終
稿
は
大
幅
に
手
直
し
さ
れ
た
と
思
し
い
。
し
か
し
盲
目
の
無
線
技

師
は
、
別
役
が
「
す
ご
い
フ
ォ
ル
ム
で
賢
治
世
界
を
自
我
化
し
」
た
果
て
の

「
残
骸
」
と
な
っ
て
も
、
最
後
ま
で
銀
河
鉄
道
に
乗
車
し
つ
づ
け
た
。
初
期

の
代
表
作
『
象
』（
一
九
六
二
年
初
演
）
を
は
じ
め
、
別
役
作
品
に
は
身
体

的
不
具
を
背
負
う
人
物
が
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、

本
作
で
は
盲
目
の
無
線
技
師
が
、
原
作
と
自
己
の
関
係
を
問
う
な
か
で
生
き

の
こ
っ
た
別
役
自
身
の
形
象
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

も
う
一
点
、
最
終
稿
と
演
出
台
本
の
違
い
を
示
す
顕
著
な
例
と
し
て
、
ラ
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ス
ト
シ
ー
ン
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
原
作
で
は
こ
ん
な
ふ
う
に
描
写
さ
れ
る

場
面
で
あ
る
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
も
う
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
な
ん
に

も
云
へ
ず
に
博
士
の
前
を
は
な
れ
て
早
く
お
母
さ
ん
に
牛
乳
を
持
っ
て

行
っ
て
お
父
さ
ん
の
帰
る
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
思
ふ
と
も
う
一
目
散

に
河
原
を
街
の
方
へ
走
り
ま
し
た（

２１
）。

最
終
稿
で
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
父
と
別
れ
た
あ
と
、
牛

乳
び
ん
を
抱
え
、
土
手
の
上
を
ひ
と
り
歩
き
な
が
ら
、
こ
う
つ
ぶ
や
く
。

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
、
僕
は
知
っ
て
お
く
よ
。
君
の
こ
と
を
。
い
つ
ま
で
も
、

い
つ
ま
で
も
、
知
っ
て
お
く
よ
‥
‥
。

空
の
彼
方
で
「
オ
ー
ン
と
い
う
汽
笛
」
が
聞
こ
え
る
。
流
れ
星
を
見
上
げ

た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
「
い
き
な
り
走
り
出
す
」
幕
切
れ
は
、
盲
目
の
無
線
技
師

が
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
か
ら
最
後
に
受
信
し
た
「
シ
ル
コ
ト
デ
ス
。
シ
ッ

テ
オ
ク
コ
ト
デ
ス
。
ワ
レ
ワ
レ
ニ
、
デ
キ
ル
ノ
ハ
、
ソ
レ
ダ
ケ
デ
ス
‥
‥
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
符
合
す
る
も
の
だ
。
そ
れ
は
死
者
の
記
憶
と
と
も
に

街
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で
生
き
て
い
く
た
め
の
方
途
で
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

演
出
台
本
で
は
、
ど
う
か
。
川
畔
に
立
っ
た
ま
ま
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
「
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
が
あ
の
銀
河
の
は
ず
れ
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ぼ
く
は

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
一
緒
に
歩
い
て
来
た
ん
だ
…
…
」
と
つ
ぶ
や
き
、
さ
ら
に

「
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
一
緒
に
行
く
よ
」
と
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
共

に
在
る
こ
と
を
宣
言
す
る（

２２
）。

「
い
つ
ま
で
も
」
か
ら
「
ど
こ
ま
で
も
」
へ
。そ
れ
は
「
知
っ
て
お
く
」
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
体
性
を
と
も
な
っ
て
「
一
緒
に
行
く
」
と
い
う
、
よ

り
積
極
的
な
決
意
表
明
で
あ
る
。

遠
く
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
汽
笛
が
鳴
っ
て
、
流
れ
星
が
ひ

と
つ
大
き
く
流
れ
る
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
「
早
く
お
母
さ
ん
に
牛
乳
を
と
ど
け
て
、
お
父
さ
ん
の
帰

る
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
」

ジ
ョ
バ
ン
ニ
、
河
原
を
街
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

ど
ん
ど
ん
走
る
ジ
ョ
バ
ン
ニ
。

そ
こ
に
宮
沢
賢
治
の
「
春
と
修
羅
」
が
朗
読
さ
れ
、
音
楽
が
重
な
っ
て
い

く
。
詩
が
音
楽
の
な
か
に
溶
け
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
「
こ
こ
か
ら
は
じ
ま

る
」
と
エ
ン
ド
タ
イ
ト
ル
が
出
て
、
映
画
は
終
わ
る
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
母
親
の
待
つ
家
へ
と
帰
る
―
―
よ
う
に
み
え
る
。
が
、
走

る
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
先
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
最
終
稿
か
ら
演
出
台
本
へ
の
変
化
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ

の
死
を
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
を
も
現
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と

「
ど
こ
ま
で
も
一
緒
に
行
く
」
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ニ
メ
映
画
は
、
原
作
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
幾
分
か
の
余
白
を
の

こ
し
て
。
そ
の
余
白
の
先
と
「
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
」
と
い
う
エ
ン
ド
タ
イ

ト
ル
の
向
こ
う
側
に
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
幻
影
を
追
っ
て
「
ど
こ
ま
で
も
一

緒
に
行
く
」
と
走
り
だ
し
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
ゆ
く
え
を
、
別
役
は
ま
な
ざ
し
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て
い
く
こ
と
に
な
る
。

三
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』

前
述
の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
映
画
の
公
開
か
ら
約
二
年
後
、
別
役
は
ふ�

た�

つ�

の�

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
―
―
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ（

２３
）』
と
『
ジ
ョ
バ
ン

ニ
の
父
へ
の
旅（

２４
）』
―
―
を
き
わ
め
て
近
い
時
期
に
発
表
し
た
。

戯
曲
集
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』（
前
出
）
の
あ
と
が
き
に
、
別
役

は
宮
沢
賢
治
と
の
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
関
係
を
記
し
て
い
る
。

宮
沢
賢
治
の
《
銀
河
鉄
道
の
夜
》
を
、
何
と
か
舞
台
に
し
て
み
た
い

と
考
え
た
の
は
、
ほ
ぼ
二
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
れ
や
こ
れ
や
が

あ
っ
て
そ
れ
が
出
来
ず
、
こ
こ
へ
き
て
や
っ
と
そ
れ
が
叶
っ
た
。
私
と

し
て
み
れ
ば
、「
と
う
と
う
」
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
作

品
に
関
し
て
だ
け
は
、
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
私
は
満
足
し
て
い
る
。

何
と
な
く
、
私
と
私
の
考
え
る
宮
沢
賢
治
と
の
間
に
お
け
る
、
極
め
て

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
作
業
の
よ
う
な
気
も
し
て
い
る
か
ら
だ
。

「
ほ
ぼ
二
十
年
前
」
と
い
う
時
間
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
さ
か
の
ぼ

る
。
別
役
に
と
っ
て
「
何
と
か
舞
台
に
し
て
み
た
い
」
と
い
う
長
年
の
宿
願

を
果
た
し
う
る
手
法
が
発
見
さ
れ
た
戯
曲
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
直
前
に
放

送
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
は
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
父
へ
の
旅
』
と
じ
つ
に
よ
く
似
た
相
貌
を
も
っ
て
い
る
。

右
の
二
作
は
と
も
に
、
原
作
小
説
の
結
尾
で
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
父
と
別
れ

た
あ
と
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
、
牛
乳
び
ん
を
持
っ
た
ま
ま
家
に
は
帰
ら
ず
汽
車

に
乗
っ
て
街
を
離
れ
、
放
浪
の
旅
に
出
た
、
と
い
う
前
提
か
ら
は
じ
ま
る
。

い
わ
ば
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
後
日
譚
で
あ
り
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
「
ど
こ

ま
で
も
一
緒
に
行
く
」
と
宣
言
し
、
そ
の
幻
影
を
求
め
て
走
り
だ
し
た
ジ
ョ

バ
ン
ニ
の
そ
の
後
の
物
語
を
包
含
す
る
。

さ
し
あ
た
っ
て
、
二
作
の
お
も
な
共
通
点
を
列
べ
て
み
よ
う
。

①
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
銀
河
鉄
道
に
乗
っ
た
夜
か
ら
数
十
年
後
（『
帰
っ
て
き

た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
は
三
十
二
年
後
、『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』
は

二
十
三
年
後
）
の
時
間
を
描
く
。

②
か
つ
て
ジ
ョ
バ
ン
ニ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
男
は
、
以
前
自
分
が
住
ん

で
い
た
「
街
」
に
帰
り
、
自
分
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め

て
い
く
。

③
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
が
、
ザ
ネ
リ
を
川
に
突
き
落
と
し
た
と
い
う
無
実
の

罪
で
獄
死
。

④
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
父
の
無
実
を
晴
ら
す
た
め
「
街
」
に
帰
っ
て
き
た
。

⑤
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
川
に
落
ち
た
あ
の
夜
と
同
じ
く
、
子
ど
も
が
川
に
落

ち
、
そ
の
犯
人
は
ザ
ネ
リ
と
さ
れ
る
。

⑥
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
「
街
」
に
帰
る
た
め
に
は
、
ザ
ネ
リ
を
突
き
落
と
し
た

の
は
自
分
だ
っ
た
と
告
白
（
偽
証
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
追
い
つ
づ
け
て
き
た
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
に
「
死
ん
で
い

い
」
と
言
う＝

「
殺
す
」
こ
と
で
、
自
分
の
「
街
」
に
も
う
一
度
住
み

つ
く
。

「
街
」
の
な
か
に
植
え
こ
ま
れ
た
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
ザ
ネ
リ
の
存
在
を
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
い
か
に
対
象
化
し
、
再
び
「
街
」
と
結
び
つ
く
か
。
そ
う
し

た
諸
点
で
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』

は
照
応
す
る
。
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『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
に
つ
い
て
は
、
別
役
自
身
、
そ
の
発
端
を

こ
ん
な
ふ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

或
る
と
こ
ろ
で
汽
車
マ
ニ
ア
た
ち
が
集
っ
て
様
々
な
汽
車
の
音
を
聞

き
、
そ
れ
が
ど
ん
な
汽
車
の
ど
ん
な
場
所
を
走
っ
て
い
る
音
か
を
言
い

当
て
る
会
を
開
い
て
お
り
、そ
こ
へ
た
ま
た
ま
紛
れ
こ
ん
だ
「
私
」
が
、

誰
も
聞
き
わ
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
銀
河
鉄
道
」
の
音
を
言
い
当
て
、
そ

こ
で
そ
の
主
催
者
に
、「
お
前
こ
そ
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
だ
」
と
言
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
誰
と
も
わ
か
ら
な
い
不
特
定
の
個
人
が
、
突
然

「
三
十
〔
マ
マ
〕

年
後
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」
と
し
て
選
ば
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
に
し
て
三
十
〔
マ
マ
〕

年
ぶ
り
に
、
か
つ
て
の
街
に
帰
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る（

２５
）。

放
浪
か
ら
定
住
へ
。
三
十
二
年
前
に
自
分
が
住
ん
で
い
た
（
と
さ
れ
る
）

街
に
帰
る
こ
と
で
、
か
つ
て
ジ
ョ
バ
ン
ニ
だ
っ
た
（
と
さ
れ
る
）
男
は
、
自

分
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
く
。

ア
ニ
メ
映
画
で
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
「
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
一
緒

に
行
く
」
こ
と
を
選
ん
だ
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
、
自
分
の
「
街
」
に
も
う
一
度
住

み
つ
く
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
父
親
と
同
じ
く
ザ
ネ
リ
を
突
き
落
と
し
た

罪
を
（
偽
証
で
あ
っ
て
も
）
認
め
、
背
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
カ
ム

パ
ネ
ル
ラ
の
死
を
受
け
い
れ
る
こ
と
に
接
続
さ
れ
る
。
男
１０
（＝

ザ
ネ
リ
）

が
「
私
の
た
め
じ
ゃ
な
い
‥
‥
。
街
の
た
め
で
も
な
い
‥
‥
。
お
前
は
お
前

の
た
め
に
、
帰
っ
て
く
る
べ
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
‥
‥
。
死
ん
だ
カ
ム
パ

ネ
ル
ラ
を
追
い
か
け
て
、
い
つ
ま
で
も
汽
車
に
乗
り
続
け
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
ん
だ
‥
‥
」
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
。
あ�

の�

夜�

か
ら
の

時
間
や
個
別
的
挿
話
の
差
異
こ
そ
あ
れ
、
こ
れ
は
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の

旅
』
と
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
結
構
で
あ
る
。

前
掲
し
た
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
伝
説
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
別
役
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

宮
沢
賢
治
の
作
品
の
中
で
、
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
が
か
な
り
具
体
的
な
形

を
し
て
い
る
の
は
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
な
の
で
あ
る
が
、
端

的
に
言
っ
て
、こ
の
作
品
の
中
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
は
、

グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
自
身
の
「
自
己
犠
牲
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
常
に
問
題
に
さ
れ
る
の
だ
。「
一
体
我
々
の
創
り
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
共�

同�

体�

は
、
そ
こ
に
参
加
す
る
夫
々
の
、
自
己
消
去

と
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
し
か
支
え
ら
れ
な
い
の
か
」
と
…
…
。
そ
ん
な

事
は
な
い
。
そ
し
て
賢
治
も
恐
ら
く
、
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
彼
は
こ
こ
で
、
自
ら
自
己
消
去
と
自
己
犠
牲
を
強
い
て
ま
で

も
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
を
肯
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ

を
志
向
す
る
「
自
我
」
が
消
極
的
に
は
自
己
消
去
に
、
積
極
的
に
は
自

己
犠
牲
に
、
常
に
振
り
分
け
ら
れ
て
し
ま
う
悲
劇
に
つ
い
て
物
語
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
う
さ
せ
た
状
況
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
傍
点
原
文
）

「
自
己
消
去
」
と
「
自
己
犠
牲
」
に
「
自
我
」
が
「
常
に
振
り
分
け
ら
れ

て
し
ま
う
」
状
況
は
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父

へ
の
旅
』
の
な
か
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
街
」＝

共
同
体

と
の
関
係
か
ら
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
読
む
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
ジ
ョ
バ

ン
ニ
が
一
度
離
脱
し
た
共
同
体
に
再
び
参
加
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
の
罪

の
偽
証
と
自
認
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
と
き
に
暴
力
性
を
と
も
な
う
共
同
体
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（
か
ら
の
圧
力
）
と
個
人
の
問
題
に
帰
せ
ら
れ
る
。

そ
の
う
え
で
二
作
の
違
い
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ

ン
ニ
』
に
「
男
２
」
と
し
て
登
場
す
る
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
存
在
で
あ
る
。

ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
は
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
異
稿
の
う
ち
初
期
形
に
登
場

し
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
に
真
理
を
説
く
重
要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
最
終
形

で
は
一
切
の
シ
ー
ン
を
抹
消
さ
れ
て
い
る
人
物
だ
。
初
期
形
は
、
銀
河
鉄
道

の
旅
じ
た
い
が
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
思
考
実
験
に
あ
や
つ
ら
れ
て
ジ
ョ
バ
ン

ニ
が
み
た
夢
と
い
う
構
造
だ
が
、
最
終
形
で
は
博
士
が
消
え
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ

自
身
の
夢
（＝

旅
）
と
い
う
枠
組
み
に
大
き
く
変
容
す
る（

２６
）。

『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
に
お
い
て
、
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
は
、
原
作

（
初
期
形
第
三
次
稿
）
と
同
様
、
幕
切
れ
近
く
に
登
場
す
る
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ

と
三
十
二
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
「
死
ぬ
こ
と
を
許

可
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
う
な
が
す
。

男
２

い
い
か
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
た
め
だ
ぞ
。
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
だ
っ

て
死
者
と
し
て
こ
の
街
に
正
し
く
葬
ら
れ
た
い
ん
だ
。
そ
れ
を
三
十

二
年
間
、
お
前
が
、
死
ん
で
い
い
と
言
っ
て
や
ら
な
か
っ
た
お
か
げ

で
‥
‥
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
、
そ
の
幻
影
を
追
っ
て
放
浪
の
旅
に
出
た
た
め
、
カ
ム
パ

ネ
ル
ラ
は
「
街
に
正
し
く
葬
ら
れ
」
る
こ
と
な
く
、
生
と
死
の
狭
間
に
閉
じ

こ
め
ら
れ
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
に
「
死
ぬ
こ
と
を
許
可
」

す
る
こ
と
で
、
彼
を
解
放
す
る
と
と
も
に
、
自
分
が
「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
な
し

で
や
っ
て
行
け
る
」
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
転
轍
機

を
動
か
し
て
銀
河
鉄
道
を
呼
び
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
別
れ
を
告
げ
る
。

細
部
は
と
ま
れ
、
基
本
的
な
筋
は
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』
も
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
し
決
定
的
な
差
異
と
し
て
、
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
が
一
切
登
場

し
な
い
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
を
う
な
が
す
の
は
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
で
は
な
く
「
男

４
」
―
―
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
で
あ
る
。

男
４

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
に
、
死
ん
で
い
い
と
言
っ
て
や
れ
る
の
は
、
お

前
だ
け
な
ん
だ
。
そ
う
な
ん
だ
ぞ
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
、
お
前
が
カ
ム
パ

ネ
ル
ラ
を
殺
す
ん
だ
。
殺
し
て
や
る
ん
だ
…
…
。
こ
の
街
の
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
死
者
た
ち
に
、死
ん
で
い
い
と
言
っ
て
や
る
ん
だ
…
…
。

い
い
か
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
、
父
親
と
い
う
も
の
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
す
べ
て
死
ん
で
ゆ
く
も
の
に
対
し
て
、
死
ん
で
い
い
と

言
っ
て
や
る
こ
と
な
ん
だ
…
…
。

「
死
ん
で
い
い
と
言
っ
て
や
る
」
こ
と
が
「
殺
し
て
や
る
」
と
い
う
、
よ

り
強
い
暴
力
性
を
帯
び
て
い
く
。
そ
の
対
象
は
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
だ
け
で
な
く

「
街
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
死
者
た
ち
」
に
拡
大
す
る
。
そ
れ
が
「
父
親
」
の

義
務
で
あ
り
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
「
父
親
」
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
の

で
あ
る
。『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
か
ら
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』

へ
の
変
容
は
、
父
的
な
る
も
の
の
探
索
に
よ
っ
て
ジ
ョ
バ
ン
ニ
自
身
が
発
見

さ
れ
る
と
い
う
視
角
を
も
っ
て
い
る
。

転
轍
機
が
動
き
、
銀
河
鉄
道
が
来
て
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
の
別
れ
が
訪
れ
る

の
は
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
に
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
父
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
は
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
に
お

い
て
は
、
男
２＝
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
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男
２

お
前
は
住
み
つ
い
た
ん
だ
。
今
は
じ
め
て

こ
の
街
に
ね
‥
‥

お
帰
り
‥
‥
。
も
う
街
の
灯
は
だ
い
ぶ
消
え
て
し
ま
っ
た
け
ど
‥
‥

お
前
の
お
母
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
の
待
つ

あ
の
窓
の
灯
は
ま
だ
つ
い

て
い
る
‥
‥
。
あ
あ

そ
れ
か
ら

帰
り
に
牛
乳
屋
に
寄
っ
て

牛

乳
を
一
本
も
ら
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
‥
‥
。
そ
れ

を
持
っ
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
で

お
前
の
旅
は
終
る
ん
だ
‥
‥
。

（『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』）

男
４
（
声
だ
け
）
ジ
ョ
バ
ン
ニ
…
…
、
そ
こ
か
ら
街
が
見
え
る
か
い

…
…
？

そ
れ
が
お
前
の
街
だ
…
…
。
お
前
は
そ
こ
に
帰
っ
て
き
た

ん
だ
…
…
。
も
う
だ
い
ぶ
夜
も
更
け
た
か
ら
、
家
々
の
明
り
も
消
え

は
じ
め
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
お
母
さ
ん
と
姉
さ
ん
の
待
っ
て
い
る
家

の
灯
は
、
ま
だ
つ
い
て
い
る
…
…
。
そ
こ
へ
お
帰
り
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ

…
…
。
も
ち
ろ
ん
、
帰
り
に
あ
の
牛
乳
屋
へ
寄
っ
て
、
牛
乳
を
一
本
、

も
ら
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
。
そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
た
時
、

お
前
の
旅
は
終
る
ん
だ
…
…
。

（『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』）

ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
旅
の
終
わ
り
は
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
か
ら
の
離
脱
と
街
へ
の

復
帰
で
あ
り
、
そ
れ
を
う
な
が
す
存
在
と
し
て
、
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
と
ジ
ョ

バ
ン
ニ
の
父
が
い
る
。
銀
河
の
彼
方
に
い
る
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
に
「
ど
こ
ま
で

も
一
緒
に
行
く
」
と
告
げ
た
ア
ニ
メ
映
画
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
こ
の
二
作
を

通
し
て
、
過
去
に
負
っ
た
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
喪
失
と
い
う
痛
み
を
〈
い
ま
・

こ
こ
〉
の
問
題
と
し
て
引
き
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

「
街
」＝

共
同
体
と
個
人
の
関
係
か
ら
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
読
む
こ
と

は
、
一
九
六
〇
年
代
に
別
役
が
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
に
固
執
」（「
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
伝
説
に
つ
い
て
」
前
出
）
し
た
理
由
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
解
が
、
一

九
八
七
年
に
書
か
れ
た
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の

父
へ
の
旅
』
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
じ
構
造
を
も
つ
二
作
を
並
べ
る
と
、
別
役
の
意
識
が
、
ブ
ル

カ
ニ
ロ
博
士
の
存
在
を
経
て
、
そ
れ
を
抹
消
す
る
と
い
う
作
劇
に
向
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
消
し
去
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
不
在
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
父
を
置
換
し
た
。
別
役
に
よ
る
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
読
み
替
え
が
、
原

作
の
初
期
形
か
ら
最
終
形
へ
と
移
行
す
る
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え

よ
う
。
こ
の
点
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
別
役
が
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に

対
峙
し
た
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
、
ど
ち
ら
へ

う
ん
、
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
ま

で
』
と
『
賢
治
幻
想
』
の
関
係
に
も
重
な
っ
て
い
く
。

四
「
家
」
か
ら
の
脱
却
と
不
在
化
す
る
妹
に
よ
る
存
在
証
明

本
節
で
は
、
二
〇
〇
四
年
の
『
賢
治
幻
想
』
と
、
同
作
の
草
稿
と
さ
れ
る

『
お
や
、
賢
治
さ
ん
、
ど
ち
ら
へ

う
ん
、
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
ま
で
』（
以
下

『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
と
略
記
）
を
と
り
あ
げ
、
二
作
の
変
容
過
程
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

電
信
柱
が
一
本
。
時
間
も
地
名
も
定
か
で
な
い
場
所
に
「
男
１
」
や
「
女

１
」
と
い
っ
た
記
号
的
な
登
場
人
物
が
現
れ
て
芝
居
が
起
動
す
る
―
―
。
別

役
の
劇
世
界
は
固
有
性
を
排
し
た
基
本
設
定
が
特
徴
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
点

で
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
は
、
宮
沢
賢
治
の
化
身
と
い
う
べ
き
「
ケ
ン
ジ
」

を
は
じ
め
、
登
場
人
物
に
固
有
／
普
通
名
詞
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
数
多
の

別
役
劇
と
質
感
を
異
に
す
る
。
全
二
十
九
景
の
短
い
シ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
、

― 65 ―



大
枠
を
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
借
り
な
が
ら
、
走
馬
燈
の
よ
う
な
編
年
体
に

よ
っ
て
宮
沢
賢
治
の
生
涯
が
綴
ら
れ
て
い
く
。
賢
治
の
作
品
で
は
な
く
、
賢

治
そ
の
人
や
家
族
（
と
思
し
い
人
び
と
）
が
具
体
的
に
登
場
す
る
手
法
は
他

に
例
が
少
な
い
。

こ
こ
ま
で
く
り
返
し
ふ
れ
て
き
よ
う
に
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
は
初
期
形

と
最
終
形
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
の
重
要
な
視
座
と

な
る
。
具
体
的
に
は
『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
の

で
も
あ
っ
た
ブ
ル

カ
ニ
ロ
博
士
の
存
在
で
あ
る
。

原
作
で
「
黒
い
大
き
な
帽
子
を
か
ぶ（

２７
）」
り
、「
セ
ロ
の
や
う
な
声（

２８
）」
を
も

つ
と
描
写
さ
れ
る
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
は
、『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
で
は
「
黒

い
マ
ン
ト
を
着
、
黒
い
つ
ば
広
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
」（
第
二
景
）
装
い
で
、

巨
木
の
下
で
セ
ロ
を
弾
き
な
が
ら
ケ
ン
ジ
を
導
く
狂
言
回
し
と
な
る
。
博
士

が
も
つ
「
乗
客
名
簿
」
の
一
枚
一
枚
が
、
ケ
ン
ジ
（＝
宮
沢
賢
治
）
の
誕
生

か
ら
死
ま
で
を
舞
台
上
に
顕
現
す
る
。

ケ
ン
ジ
の
妹
ト
シ
が
銀
河
鉄
道
に
乗
っ
て
旅
立
つ
、
そ
の
死
で
幕
を
あ
け

る
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
の
作
中
で
重
要
な
の
は
、
ケ
ン
ジ
と
ト
シ
の
対
話

シ
ー
ン
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
十
三
景
。
法
華
経
の
布
教
活
動
、
同
人
誌

の
発
行
、
農
業
、
人
工
宝
石
製
作
…
…
と
自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
を
「
夢

中
」
に
な
っ
て
話
す
ケ
ン
ジ
に
、
ト
シ
は
問
う
。

ト
シ

お
兄
さ
ん
…
…
。

ケ
ン
ジ

え
…
…
？

ト
シ

お
兄
さ
ん
、
一
体
、
何
に
な
る
つ
も
り
…
…
？

ケ
ン
ジ

そ
う
だ
ね
…
…
。
僕
は
、
一
体
何
に
な
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

う
…
…
。

最
終
景
と
な
る
第
二
十
九
景
。
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
し
な
が
ら
、
つ
い
に
何
者
に
も
な
れ
な
か
っ
た
―
―
。
ブ
ル
カ
ニ
ロ

博
士
の
弾
く
セ
ロ
の
音
色
を
背
に
つ
ぶ
や
く
ケ
ン
ジ
に
「
空
に
、
大
き
く
」

映
し
だ
さ
れ
た
ト
シ
（
の
幻
像
）
が
語
り
か
け
る
。

ケ
ン
ジ
（
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
）
な
あ
、
ト
シ
、
僕
は
や
っ
ぱ
り
、

何
に
も
な
れ
な
か
っ
た
よ
…
…
。

ト
シ

い
い
え
、
お
兄
さ
ん
、
あ
な
た
は
な
っ
た
わ
よ
…
…
。

ケ
ン
ジ

な
っ
た
…
…
？

何
に
…
…
？

ト
シ

ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン
ジ
に
よ
…
…
。

ケ
ン
ジ

ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン
ジ
…
…
。

ト
シ

そ
う
、
お
兄
さ
ん
は
、
ほ
か
の
誰
で
も
な
い
ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン

ジ
に
な
っ
た
の
…
…
。
ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン
ジ
に
な
る
た
め
に
生
れ
て

き
て
、
そ
の
通
り
ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン
ジ
に
な
っ
た
の
よ
…
…
。

右
の
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
る
と
き
、
す
で
に
ケ
ン
ジ
は
彼
岸
の
人
で
あ

り
、
こ
の
あ
と
空
を
「
銀
河
鉄
道
が
弧
を
描
い
て
駆
け
上
っ
て
ゆ
く
」。
そ

し
て
ケ
ン
ジ
の
死
が
字
幕
で
投
影
さ
れ
る
。

別
役
が
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
読
み
解
く
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
以
下
の

視
点
が
あ
る
。

彼
〔
ジ
ョ
バ
ン
ニ
〕
は
「
不
在
の
父
親
へ
の
探
索
」
と
い
う
過
程
を
通

じ
て
、
自
分
自
身
の
中
の
「
父
な
る
も
の
」
を
自
覚
し
、
同
時
に
、「
母

親
の
庇
護
か
ら
の
独
立
」
と
い
う
過
程
を
通
じ
て
、自
分
自
身
の
中
の
、

自
分
自
身
で
な
い
も
の
を
切
り
捨
て
る
の
で
あ
る（

２９
）。
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『
帰
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』
と
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』
で
は
、

父
性
の
探
索
を
通
し
て
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
が
読
み
替
え
ら
れ
て
い
た
が
、

『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
で
ケ
ン
ジ
は
、
父
と
の
相
克
や
宮
沢
と
い
う
「
家
」
か

ら
脱
却
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
へ
の
探
索
を
試
み
る
。
そ
の
と
き
彼
の
存
在

を
証
す
の
は
不
在
化
す
る
妹
ト
シ
で
あ
っ
た
。
先
の
引
用
の
ご
と
く
、
ケ
ン

ジ
は
喪
っ
た
妹
に
よ
っ
て
初
め
て
存
在
を
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
劇
中
に

挿
入
さ
れ
る
「
永
訣
の
朝
」
も
そ
れ
を
強
調
す
る
。

そ
れ
ら
は
、
父
や
母
（＝
家
）
と
の
関
係
を
超
克
し
、
兄
と
妹
の
関
係
か

ら
「
宮
沢
賢
治
」
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
、
別
役
の
宮
沢
賢
治
論
の
新
た
な

フ
ェ
ー
ズ
と
い
っ
て
よ
い
。
素
材
を
生
の
ま
ま
に
投
げ
だ
し
た
『
お
や
、
賢

治
さ
ん
』
は
、
別
役
の
宮
沢
賢
治
へ
の
探
索
と
い
う
旅
の
里
程
標
と
し
て
、

そ
の
文
業
の
な
か
で
特
異
な
位
置
を
占
め
る
。

で
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
『
賢
治
幻
想
』
に
接
続
さ
れ
る
の
か
。

『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
が
『
賢
治
幻
想
』
の
草
稿
と
い
う
こ
と
は
、
別
役

の
直
話
を
ひ
と
ま
ず
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
他
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え

て
前
者
か
ら
後
者
へ
の
変
容
過
程
を
検
討
し
て
み
た
い
。

『
賢
治
幻
想
』
そ
れ
じ
た
い
は
、
一
見
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
と
ま
る
で

異
な
る
相
貌
で
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
登
場
人
物
は
記
号
的
に
示
さ
れ
、
死
ん

だ
妹
の
代
わ
り
に
海
を
見
に
き
た
「
男
１
」
や
、
行
方
不
明
の
兄
を
探
し
て

い
る
「
女
１
」
が
「
い
は
と
ぼ
」
の
駅
で
降
り
、
賢
治
作
品
の
さ
ま
ざ
ま
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
を
召
喚
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
自�

分�

た�

ち�

自�

身�

を
探
す
と

い
う
の
が
基
本
的
な
結
構
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
は
一
切
登

場
し
な
い
。

最
終
場
、
汽
車
に
乗
っ
て
消
え
た
男
１
に
、
ど
う
や
ら
彼
の
妹
ら
し
い
女

１
が
こ
う
呼
び
か
け
る
。

女
１

さ
よ
う
な
ら
…
…
。
今
、
私
が
誰
か
、
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し

た
…
…
。
カ
ネ
タ
・
イ
チ
ロ
ー
に
と
っ
て
は
、
レ
オ
ン
・
キ
ュ
ー
ス

ト
の
妹
、
レ
オ
ン
・
キ
ュ
ー
ス
ト
に
と
っ
て
は
、
カ
ネ
タ
・
イ
チ
ロ

ー
の
妹
と
言
わ
れ
ま
し
た
し
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
通
り
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、も
し
か
し
た
ら
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
…
…
。

も
し
か
し
た
ら
私
は
、
あ
の
お
ろ
し
や
の
小
母
さ
ん
に
死
の
床
か
ら

呼
ば
れ
た
、
ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン
ジ
の
妹
…
…
。
そ
し
て
あ
な
た
は
、

ミ
ヤ
ザ
ワ
・
ケ
ン
ジ
…
…
。

さ
ら
に
女
１
は
、
男
１
に
向
か
っ
て
「
知
っ
て
ま
す
よ
、
私
は
…
…
。
私

が
死
ん
だ
時
あ
な
た
が
、
傷
心
を
い
や
そ
う
と
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
に
旅

立
っ
た
と
い
う
こ
と
を
…
…
。〔
略
〕
私
の
死
ん
だ
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
は
そ
の
時
、
自
分
自
身
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
父
親
の
よ

う
で
も
な
い
、
母
親
の
よ
う
で
も
な
い
姿
を
、
探
し
出
そ
う
と
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
…
…
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

先
述
し
た
草
稿
問
題
は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
保
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

兄
と
妹
の
関
係
が
焦
点
化
さ
れ
る
構
成
と
、
喪
っ
た
妹
に
よ
っ
て
「
ミ
ヤ
ザ

ワ
・
ケ
ン
ジ
」
と
し
て
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
点
に
お
い
て
『
お
や
、
賢
治

さ
ん
』
と
『
賢
治
幻
想
』
は
重
な
り
あ
う
。
ま
た
、
右
に
引
用
し
た
女
１
の

独
白
に
、
少
年
の
声
で
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
幕
切
れ
も

然
り
。
こ
れ
は
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
の
第
二
十
六
景
で
「
リ
ン
と
し
た
小

学
生
の
男
の
子
の
声
」
で
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が
朗
読
さ
れ
る
場
面
と
も
つ

な
が
る
（
原
稿
末
尾
の
「「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
男
の
子

の
朗
読
の
感
じ
…
…
」
と
い
う
注
記
も
そ
れ
を
補
強
す
る
）。

ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
に
導
か
れ
、
妹
ト
シ
の
死
を
通
し
て
、
ケ
ン
ジ
が
ケ
ン
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ジ
自
身
を
探
索
す
る
『
お
や
、
賢
治
さ
ん
』
が
、
宮
沢
賢
治
の
「
イ
ー
ハ
ト

ー
ボ
」
と
い
う
幻
想
領
域
の
諸
作
品
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
媒
介
に
「
ミ
ヤ
ザ

ワ
・
ケ
ン
ジ
」
を
探
索
す
る
『
賢
治
幻
想
』
へ
と
変
容
す
る
と
き
、
そ
こ
に

ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
姿
は
な
い
。
そ
れ
は
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
第
三
次
稿

と
第
四
次
稿
の
あ
い
だ
で
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
が
消
え
た
よ
う
に
―
―
つ
ま
り

博
士
の
「
実
験
」
と
し
て
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
旅
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ジ
ョ
バ

ン
ニ
自
身
の
旅
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
。

別
役
劇
の
系
譜
の
な
か
で
は
〈
宮
沢
賢
治
も
の
〉
に
属
す
る
『
お
や
、
賢

治
さ
ん
』
と
『
賢
治
幻
想
』
は
、
前
者
の
土
台
で
あ
る
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

の
形
成
過
程
そ
の
も
の
を
な
ぞ
る
か
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

一
九
八
七
年
の
二
作
の
あ
り
よ
う
と
も
ま
っ
た
き
相
似
形
を
な
す
。

別
役
と
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
の
結
び
つ
き
は
、
時
を
経
て
変
化
し
て
い

く
。
起
点
に
ア
ニ
メ
映
画
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
展
開
し
た
後
日
譚
と
も
い
う

べ
き
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
戯
曲
は
父
的
な
る
も
の
の
探
索
に
よ
っ
て
成
立
し
て

い
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
四
年
の
二
作
は
、
家
や
親
で
は
な
く
、
妹
と
の
関
係

か
ら
宮
沢
賢
治
自
身
の
探
索
に
向
か
う
。
そ
こ
に
は
―
―
重
言
な
が
ら
―
―

ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
存
在
／
不
在
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
原
作
の
初
期
形
／
最
終

形
と
い
う
移
行
が
基
底
に
あ
っ
た
。
別
役
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
ひ
い
て
は

宮
沢
賢
治
受
容
は
、
そ
の
文
業
の
中
心
で
あ
っ
た
劇
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幾

度
も
変
奏
を
重
ね
な
が
ら
、
変
転
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
内
田
洋
一
『
風
の
演
劇

評
伝
別
役
実
』（
白
水
社
、
二
〇
一
八
年
）
二

三
七
頁
。

（
２
）
の
ち
に
『
新
編
・
日
本
幻
想
文
学
集
成
６
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七

年
）
に
収
録
。

（
３
）
近
年
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
厖
大
な
別
役
実
旧
蔵
資
料
が
寄
贈

さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
た
と
え
ば
、
Ｂ
５
判
横
罫
、
表
紙
に
「
記
録
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
、
下
目
黒
二
丁
目
の
住
所
と
別
役
実
の
署
名
が
記
さ
れ

た
自
筆
ノ
ー
ト
（
資
料
番
号64363

。
年
代
未
詳
）
が
あ
る
。
戯
曲
の
構

想
、
詩
、
犯
罪
分
析
、
論
考
が
綴
ら
れ
た
な
か
に
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
創
作
メ
モ
ら
し
き
断
片
的
記
述
―
―
「
銀
河
鉄
道
の
夜

／
舞
台
に
１０
ヶ
の
椅
子
、そ
れ
が
黒
板
架
を
半
円
に
と
り
か
こ
ん
で
い
る
」

―
―
が
み
え
る
。
別
役
が
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

の
一
例
と
い
え
よ
う
。
別
役
資
料
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
二
〇
二
一
年
度
特
別
展
「
別
役
実
の
つ
く
り
か
た
―
―
幻
の
処
女
戯
曲

か
ら
そ
よ
そ
よ
族
へ
」
展
示
図
録
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
二

一
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
天
沢
退
二
郎
＋
別
役
実
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
―
出
会
い
と

別
れ
」（『
別
冊
太
陽
』
五
十
号
、
一
九
八
五
年
六
月
）。

（
５
）
引
用
は
、
別
役
実
『
言
葉
へ
の
戦
術
』（
烏
書
房
、
一
九
七
二
年
）
に
拠

る
。

（
６
）
岡
室
美
奈
子
氏
が
聞
い
た
と
い
う
別
役
実
の
直
話
に
よ
る
。

（
７
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
別
役
実
旧
蔵
資
料
か
ら
発
見
さ
れ
た
未
発

表
原
稿
（
資
料
番
号48459

）
で
、『
悲
劇
喜
劇
』
二
〇
二
〇
年
六
月
号

に
掲
載
。
同
作
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
別
役
実
の
宮
沢
賢
治
へ
の
旅
―
―

『
お
や
、
賢
治
さ
ん
、
ど
ち
ら
へ

う
ん
、
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
ま
で
』
に

寄
せ
て
」（『
悲
劇
喜
劇
』
同
前
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
入
沢
康
夫
監
修
・
解
説
『
宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
原
稿
の
す

べ
て
』（
宮
沢
賢
治
記
念
館
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
９
）
天
沢
退
二
郎
「
不
自
由
さ
か
ら
う
ま
れ
た
力
」（
ま
す
む
ら
ひ
ろ
し
『
銀

河
鉄
道
の
夜
』
偕
成
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
１０
）
杉
井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
２
０
１
８
」（『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
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「
宮
沢
賢
治

銀
河
鉄
道
の
夜
」
設
定
資
料
集

増
補
新
装
版
』
復
刊

ド
ッ
ト
コ
ム
、
二
〇
一
八
年
）。

（
１１
）
引
用
は
、
注
１０
前
掲
書
に
拠
る
。

（
１２
）
注
１
前
掲
書
、
二
三
七
頁
。

（
１３
）
淀
川
長
治
「
え
ら
い
こ
と
を
や
り
と
げ
た
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』」（『
キ
ネ

マ
旬
報
』
一
九
八
五
年
七
月
下
旬
号
）。

（
１４
）
注
１０
前
掲
書
、
三
〇
一
頁
。

（
１５
）
別
役
実
・
杉
井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

宮
沢
賢
治

銀
河

鉄
道
の
夜

演
出
台
本
＆
絵
コ
ン
テ
集
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
五

年
）
二
六
八
〜
二
六
九
頁
。

（
１６
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。
資
料
番
号
ヨ12-608

。

（
１７
）
引
用
は
、
注
１５
前
掲
書
に
よ
る
。

（
１８
）@

m
asum

urahiroshi

。
二
〇
二
〇
年
三
月
十
一
日
午
前
一
時
五
十
七

分
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
四
月
三
十
日
。

（
１９
）
注
１０
前
掲
書
、
三
〇
一
頁
。

（
２０
）@

m
asum

urahiroshi

。
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
六
日
午
前
二
時
十
七

分
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
四
月
三
十
日
。

（
２１
）
引
用
は
『
宮
沢
賢
治
全
集
７
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
二
九
八

頁
に
よ
る
。

（
２２
）
注
１５
前
掲
書
、
二
五
八
〜
二
六
三
頁
。

（
２３
）
台
本
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。
資
料
番
号
タ05-1342

。

（
２４
）
引
用
は
、
別
役
実
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
へ
の
旅
』（
三
一
書
房
、
一
九
八

八
年
）
に
よ
る
。

（
２５
）
別
役
実
『
イ
ー
ハ
ト
ー
ボ
ゆ
き
軽
便
鉄
道
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九

〇
年
）
二
一
二
〜
二
一
三
頁
。

（
２６
）
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
に
つ
い
て
は
、
大
沢
真
幸
「
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
消

滅
」（『
現
代
詩
手
帖
』
一
九
九
六
年
十
一
月
）、
注
８
前
掲
書
、
構
大
樹

「〈
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
実
験
〉
考
―
「
僕
の
先
生
が
云
っ
た
よ
」
の
位
相

を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
横
浜
国
大
国
語
研
究
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
一
〇
年

三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
２７
）
注
２１
前
掲
書
、
五
五
三
頁
。

（
２８
）
注
２１
前
掲
書
、
五
五
五
頁
。

（
２９
）
注
２５
前
掲
書
、
二
二
二
頁
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
表
象
文
化
論
学
会
第
十
五
回
大
会
の
パ
ネ
ル
発
表
「
新
出

資
料
か
ら
見
る
別
役
実
の
世
界
」（
二
〇
二
一
年
七
月
四
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
）
に
お
け
る
「
別
役
実
の
宮
沢
賢
治
受
容
―
―
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
を
視
座
と
し
て
」
に
も
と
づ
く
。
引
用
文
の
〔

〕
内
お
よ
び
傍
線

は
引
用
者
に
よ
る
注
記
で
あ
り
、
／
で
改
行
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。
な

お
本
研
究
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
の

二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
年
度
テ
ー
マ
研
究
「
別
役
実
草
稿
研
究
」
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
を
賜
っ
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
ご
と
う

り
ゅ
う
き

本
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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